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総 説
1 川口 淳：ビッグデータ時代における統計解析のためのデータ縮約技法．日本糖尿病情報学会誌
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学会発表
国際規模の学会
1 Kawaguchi A: Time course modeling for brain imaging data. CMStatistics 2019. 2019, 12, 14-16. ab-
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2 Kawaguchi A: Multiblock Components Analysis for Brain Imaging Data. 2019 OHBM Annual Meet-
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1 ＊高島康郎，川口 淳，岩立康男，本道洋昭，深井順也，梶原浩司，早野あづさ，山中龍也：原発性

中枢神経系リンパ腫において miR-30d，miR-93，および miR-181b からなるマイクロ RNA シグネ
チャーは予後マーカーとなりうる．第78回日本癌学会学術総会．2019，9，26‐28．抄録集．

2 田尻 涼，川口 淳：マルチモダル脳画像解析のためのスパースネスト成分法．2019年度統計関連
学会連合大会．2019，9，8‐12．抄録集．

3 川口 淳 田尻 涼：脳画像における高次元データ解析法．2019年度科学研究費によるシンポジウ
ム（Ⅰ）高次元複雑データの統計モデリング．2019，8，29‐30．抄録集．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 川口 淳 精神・神経疾患研究委託費 （分担） 多重モダリティ脳画像の統計学的解析
に関する研究

2，000

教 授 川口 淳 科学研究費助成事業 基盤研究B
（分担）

脳リンパ腫のゲノム解析成果を基盤と
した分子標的創薬・バイオマーカー研
究

20

教 授 川口 淳 科学研究費助成事業 基盤研究C
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新規育児不安尺度の開発－出産施設退
院時の母親の育児不安に着目して－

150

教 授 川口 淳 科学研究費助成事業 基盤研究C
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脳腫瘍における免疫チェックポイント
を標的としたがん細胞リプログラミン
グの基盤研究

30

教 授 川口 淳 科学研究費助成事業 挑戦的萌芽研
究（分担）

がん患者の自律神経機能解析を基盤と
したケアプログラムの開発

20

研究助成等

非線形科学分野
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研究会（NLP）．2019，5，10‐11．信学技報，NLP2019‐17（2019‐05），93‐96．
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解析法の開発．第51回日本医学教育学会大会．2019，7，26‐27．第51回日本医学教育学会大会抄
録集 O‐28‐4．

4 富永広貴，一ノ瀬浩幸，米ヶ田宜久：大人数教育における毎回ランダム座席指定方式の実施法と教
育効果．第51回日本医学教育学会大会．2019，7，26‐27．第51回日本医学教育学会大会抄録集
O‐48‐8．

5 一ノ瀬浩幸，富永広貴，米ヶ田宜久：医学科学生の力学概念理解度調査－医学教育の一指標として
の試み－．日本物理学会 2019年秋季大会（物性）．2019，9，10‐13．日本物理学会 2019年秋季大
会 概要集 p2793．

6 富永広貴：メキシカンハット型ポテンシャル加振系のカオス運動 IV．日本物理学会 2019年秋季大
会（物性）．2019，9，10‐13．日本物理学会 2019年秋季大会 概要集 p2562．

地方規模の学会
1 一ノ瀬浩幸，富永広貴，米ヶ田宜久：医学科学生における物理講義前後での力学概念理解度の調査．

第125回日本物理学会九州支部例会．2019，11，30．第125回日本物理学会九州支部例会
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
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（代表）

指尖容積脈波による無酸素性代謝閾値
の非侵襲的検出法

1，690

abstractbook-125，p50．
2 富永広貴：メキシカンハット型ポテンシャル加振系における一方向回転運動とカオス拡散．第125

回日本物理学会九州支部例会．2019，11，30．第125回日本物理学会九州支部例会 abstractbook-
125，p27．
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